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東大･教養 阿久津 泰 弘
I.Introduction
近年,量子完全積分系の研究は大きく進展した㌃ 4)その過程で一見異なった方法 ･分野の













































































































































･二 二二 □次式で定義される‥V(ol･-ON rO'l･･01)
般化されたstar-trianglerelation40)と呼ばれる次の関係式 cL
∑W(bcga)W′(agef)W〝(degC)9








































































































アイ ンシュタイ ン方程式のペ ックルン ト変換
筑波大物理 表 賓
相対論的な重力場の方程式 (Einstein方程式)は次式で与えられる
RA"一書gPリR-kT〝レo
ここでRPy,RQま計量テンソル‰レ(ds2-9pレdxPdxソ )の2階微分までを含む曲率テンソルo
TPyは物質のエネルギー ･運動量テンソルであり,又応(-聖 G-2.07×10-48S/gem)はア
C
インシュタイン定数と呼ばれる｡ この式を孤立した物体がその外部に作る重力場に適用 した
ときに得られる解 (外部解)を厳密に求める方法の一つについて報告する｡
外部解を求めるためには,いろいろな対称性 (例 ;球対称解-Schwarzshildの解)が要請
されてきたが,ここではいままで使われた要請をその特別な場合として含むところの定常か
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